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H38b すばる望遠鏡FOCASによる SN 2003dh/GRB 030329の偏光分光観測
○川端弘治（国立天文台）、Deng, Jinsong（東大理）、Wang, Lifan（Lawrence Berkeley National
Laboratory）、Mazzali, Paolo、野本 憲一、前田 啓一、冨永 望、梅田 秀之（東大理）、家 正
則、小杉 城治、大山 陽一、佐々木 敏由紀（国立天文台）、Höflich, Peter、Wheeler, J. Craig
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SN 2003dhは、ガンマ線バーストGRB 030329の光学残光中に同定された Ic型の超新星であり (Stanek et al.
2003 など)、ロング・バースト (の少なくとも一部）が重力崩壊型超新星を起源とすることの決定的な証拠となっ
た。すばる望遠鏡/FOCASによって得られた 2003年 5月 8,9日 (赤方偏移補正後で、GRBから 34–35日後）の
スペクトルは、爆発から 34–42日後の SN 1997efや、33–43日後の SN 1998bwといった極超新星のスペクトルと
よく似ており、特に O I λ7774 付近の特徴は 1997efに酷似している。より初期のスペクトルは SN 1997efより
も SN 1998bwによく似ていることを考慮すると（Stanek et al. 2003）、SN 2003dhはこれら２つの極超新星の
中間的な性質を持っていると考えられる。また、可視域における偏光は典型的な重力崩壊型超新星に比べて小さ
い。これは、ガンマ線バースト・ジェットに伴う prolate型超新星爆発の対称軸と視線方向とがよく整列している
結果であると解釈できる。今後も引き続きガンマ線バースト光学残光のスペクトル及び偏光観測を行うことは、
ガンマ線バーストと極超新星の起源を明らかにするために、非常に重要である。


